
 

大阪体育学会 令和 5年度 第 5回理事会（通算 219 回）議事録（案） 

 

期日：令和 6年１月 27日（土）17:00〜 

会場：関西学院大学大阪梅田キャンパス 10階 1003教室 

（対面と zoomでのハイブリッド開催） 

 

出席：(五十音順、 敬称略) 

相川聖、生田泰志、浦田達也、岡崎和伸、河鰭一彦、佐野加奈絵、新野弘美、田中ひかる、

田邉智、陳洋明、直井愛里、林修、溝畑潤、山口孝治、涌井忠昭 

（15名（対面：14名、リモート：1名）） 

 

欠席：(五十音順、 敬称略) 

新井彩、石指宏通、伊原久美子、梅垣明美、太田順康、貴嶋孝太、熊野陽人、白井麻子、 

髙本恵美、土屋裕睦、灘本雅一、林直也、彦次佳、藤原敏行、藤本淳也、三村覚、 

村上なおみ 

（17名；委任状 17名） 

 

◆開会の挨拶：河鰭会長 

 

1. 令和 5年度第 4回理事会の議事録（案）の承認（資料 1） 

溝畑理事長より、資料に基づき説明された。 

 

〈審議事項〉 

1. 令和 6･7年度役員（理事）選挙結果について（資料 2） 

田中理事より、1月 6日（土）に関西学院大学梅田キャンパスで開票作業を実施したこ

とが報告された。選挙結果および令和 6･7年度役員（理事）の候補者について資料に基

づき説明された。溝畑理事長より、選挙結果に基づいて当選者に理事の諾否を確認し、

数名の先生が理事の就任を辞退したことが報告された。田邉理事より、理事の就任を辞

退することへの対応を検討する必要があるのではないかとの意見があった。河鰭会長

より、立候補者を選出しない選挙方法では今回の対応しか実施できないため、被選挙人

の選出方法も含めて今後の検討課題とすることが説明された。田中理事より、理事の任

期を設定することも必要ではないかとの意見があった。溝畑理事長より、これらの課題

は今後の検討課題とすることが説明された。審議の結果、原案通り承認された。 

 

2. 令和 5年度学会賞・奨励賞受賞候補者について（資料 3） 

岡崎理事より、学会賞・奨励賞選考委員会を開催し、令和 5年度学会賞・奨励賞受賞候

補者を選出したことが報告された。審議の結果、原案通り承認された。 

 



3. 名誉会員の推薦について 

溝畑理事長より、今年度の該当者はいないことが説明された。審議の結果、原案通り承

認された。 

 

4. 令和 5年度総会について（資料 4） 

溝畑理事長より、資料に基づき説明された。資料の修正および加筆の必要な箇所があっ

たため、次回の理事会でも再度審議することとなった。 

 

5. 大阪体育学会規程の見直しについて（資料 5） 

溝畑理事長より、規程見直しワーキンググループによって、2回のミーティングを実施

したことが報告された。資料に基づき、大阪体育学会会則および諸規程の見直し箇所に

ついて説明された。 

林副会長より、会則第 6条 4）の「他学会所属」は必要なのかとの意見があった。溝畑

理事長より、これまでの大阪体育学研究投稿規程において、他学会所属と記載されてい

ることが説明された。河鰭会長より、これまでも研究者であることを担保するために他

学会所属と記載していたことが説明された。 

河鰭会長より、将来的に電子投票を行うのであれば、会員情報や選挙に関わるデータの

アクセス権を規定する必要があるとの意見があった。田邉理事より、選挙に関わるデー

タのアクセスは倫理的な問題であることや、電子投票での実施は事務局や選挙管理委

員会への負担軽減になるのではないかとの意見があった。 

田邉理事より、名誉会員の推薦について、既に退会された方の推薦は可能であるのかと

の意見があった。河鰭会長より、名誉会員推薦に関して遡及はしないことが説明された。 

大阪体育学会会則および諸規程の見直しに関しては、次回の理事会でも審議すること

が説明された。 

 

6. 大阪体育学会第 62回大会の進捗状況について（資料 6） 

溝畑理事長より、資料に基づき説明された。審議の結果、原案通り承認された。 

 

7. 各種委員会 

特になし 

 

8. 領域研究会について（資料 7） 

溝畑理事長より、資料に基づき説明された。審議の結果、原案通り承認された。 

 

9. その他 

特になし 

 

 

 



〈報告承認事項〉 

1. 各種委員会報告 

＜編集委員会＞ 

岡崎理事より、前回理事会で審査中と報告した 2編の論文については、1編は掲載不可、

1編は修正後再投稿となったことが報告された。また、外部査読者に依頼した際、謝金

について説明が不足していた為、学部査読者からクレームがあった。今後はこのような

ことがないように対応したい。さらに、査読者の謝金については、編集委員会を開催し

た際に、論文の審査に関する謝金を学会員外にも支払うのであれば、学会員に依頼する

場合も謝金を支払う必要があるのではないかとの意見があったことが報告された。加

えて、大阪体育学研究への投稿数を増やす取り組みを継続する必要があるのではない

かとの意見も挙がったことが報告された。河鰭会長より、審査の責任を持っていただく

ためにも謝金の支払いが必要になるのではないかとの意見があり、今後の検討課題と

することが説明された。 

 

＜企画委員会＞ 

田中理事より、1 月 27 日に近畿大学の佐川和則先生を招いて講演会を実施したことが

報告された。 

 

＜学会大会委員会＞ 

溝畑理事長より、第 63回学会大会の主管校について、現在検討中であり、未定である

ことが報告された。 

 

＜広報委員会＞ 

溝畑理事より、大阪体育学会会報を更新したことが報告された。 

 

2. 各種領域別研究会報告 

＜健康領域＞ 

新野理事より、2月 17日の 15時から健康領域研究会を開催することが報告された。 

 

3. 会員の異動（令和 5年 11月 25日〜令和 6年 1月 27日） 

溝畑理事長より、会員の異動について報告された。 
 

4． その他 

 

〈連絡事項〉 

1. 令和 5年度第 6回理事会（対面と zoomでのハイブリッド開催予定） 

溝畑理事長より、令和 5年度第 6回理事会について、令和 6年 2月 17日（土） 

17：00より、関西学院大学大阪梅田キャンパス 14階 1408教室にて、対面と zoomでの

ハイブリッドで開催する予定であることが連絡された。 



 

◆閉会の挨拶：林修副会長                       


